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東武鉄道株式会社、東武トップツアーズ株式会社、クラブツーリズム株式会社、株式会社エイチ・ 

アイ・エス、株式会社 XPJP は、栃木県を舞台に鉄道から始まる新しい旅行やライフスタイルを共創する

プロジェクト「#アップサイクル TOCHIGI」に取り組んでいます。 

このたび、鹿沼市を拠点に官民連携によるエリア再生を担う「鹿沼銀座エリアリノベーション共同体

（以下「鹿沼銀座 ARJV」）」と鹿沼市、株式会社スノーピーク（以下「スノーピーク」）、独立行政 

法人都市機構 東日本都市再生本部（以下「UR」）と連携し、9 月 29 日（木）に出会いの森総合公園  

オートキャンプ場（栃木県鹿沼市）において、鹿沼エリアを舞台に「アップサイクル鹿沼 – 未来共創     

ダイアログ」を実施します。 

このダイアログでは、2023 年 7 月 15 日（土）に運行を開始する新型特急スペーシア Ⅹと 2024 年に 

新設予定の鹿沼市水源地域振興拠点施設におけるスノーピーク直営キャンプ場オープンを契機として、

環境負荷の少ない鉄道移動を起点とした鹿沼エリアでのキャンプやサイクリングなどのアウトドア体験

の可能性や、ガストロノミーや伝統工芸などの食・文化体験の開発、新しい環境共生型の地域づくりを

創発するためのアイディアなど、未来の鹿沼エリアの新しい旅の在り方を鹿沼市の地域プロデューサー

の方々や鹿沼市、スノーピーク、UR、東武鉄道と共に議論をいたします。取り組みを通じて創出した  

アイディアについては、#アップサイクル TOCHIGI プロジェクトに共催・参画する連携パートナー各社

とともに実現に向けて検討を進めます。 

本活動の内容は「#アップサイクル TOCHIGI」プロジェクトの主旨や今後の活動予定等を広くお知らせ

をすることを目的とした特設サイト（https://upcycle-tochigi.com）でもご確認いただけます。是非ご覧

ください。 

「#アップサイクル TOCHIGI」プロジェクト第三弾 

「アップサイクル鹿沼‐未来共創ダイアログ」を実施します 

                 ～スノーピーク関東初の直営キャンプフィールド開業を見据え、 

                            鉄道を基点とした鹿沼エリアの新しい旅の在り方を考えます～ 
 

スペーシア Ｘの導入を契機としたプロジェクト 

▲ アウトドア体験（イメージ） ▲ 鹿沼市におけるスノーピーク直営キャンプ場 

（イメージパース、2024 年オープン予定） 

https://upcycle-tochigi.com/


■詳細 

名 称 ： 「アップサイクル鹿沼 – 未来共創ダイアログ」 

開 催 日 程 ： 2022 年 9 月 29 日（木） 16:30 – 18:00 

開 催 場 所 ： 出会いの森総合公園オートキャンプ場（栃木県鹿沼市） 

内 容 ： 鹿沼エリアの新しい旅の在り方を共創するディスカッションを実施 

登 壇 者 ： 福田義一 氏  鹿沼市 副市長 

         風間教司 氏  DANNAVISION  / 日光珈琲 代表取締役 

         鷹羽知子 氏  大倉ホンダ販売 代表取締役 

         岡本拓実 氏  スノーピーク 地方創生コンサルティング マネージャー 

        信田啓輔 氏  独立行政法人都市機構 東日本都市再生本部 

まちづくり支援部まちづくり支援課 担当課長 

        池田直人    東武鉄道 鉄道事業本部 営業統括部長 兼 営業部長 

ファシリテーター ： 渡邉賢一 氏  #アップサイクル TOCHIGI 総合プロデューサー 

                内閣府 CJPF ディレクター / XPJP 代表取締役 

共創テーマ ： １、鹿沼銀座エリアリノベーション共同体の可能性 

２、キャンプを中心とした自然共生型アウトドアの未来 

３、駅からのサイクリングルート、二次交通の開発 

４、鹿沼の地域食材を活用したローカル・ガストロノミー 

５、鹿沼の伝統工芸とクラフトマンシップ 

６、新型スペーシアＸや鉄道を利活用した地方創生の在り方 

主 催 者 ： 鹿沼銀座 ARJV 

協 力 ： スノーピーク、鹿沼市、#アップサイクル TOCHIGI 事務局 

そ の 他 ： 後日、特設サイト（https://upcycle-tochigi.com）にてレポートを公開します。 

以 上 

https://upcycle-tochigi.com/

